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自
殺
防
止
対
策
の
充
実

小
規
模
商
工
業
者
に

対
す
る
支
援
の
強
化
を

地
球
温
暖
化
防
止
策
に

環
境
譲
与
税
の
活
用
を

鈴
木
啓
太
郎 

議
員

成
人
の
眼
科
検
診
に

助
成
を

民
部
佳
代 
議
員

床
井
紀
範 

議
員

大
井
中
央
公
民
館
の

建
て
替
え

塚
越
洋
一 
議
員

谷　

新
一 

議
員

利
用
し
や
す
い

一
時
保
育
を

小
林
憲
人 
議
員

江川流域都市
下水路の護岸

※コワーキングスペース：ネット環境を整備し、デスクや打ち合わせ場所を共用する

事務スペース。

緑のカーテン

大井中央公民館

倉敷市ボランティアセンター

身
近
な
人
の
自
殺
の
サ

イ
ン
に
気
づ
き
、
話
を
受
け

と
め
、
必
要
に
応
じ
て
相
談

機
関
に
つ
な
ぐ
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
の
養
成
講
座
を
市
民
向

け
に
対
象
者
を
拡
大
し
て
い

く
考
え
は
。

多
く
の
市
民
に
受
講
し

て
い
た
だ
く
よ
う
講
座
企
画

の
拡
大
を
図
り
、
地
域
全
体

で
見
守
る
体
制
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
。

罪
を
犯
し
た
者
に
対
す
る

更
生
支
援
の
あ
り
方
は

再
犯
防
止
推
進
法
に
地

方
公
共
団
体
の
責
務
が
規
定

さ
れ
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
施
策
が
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、

就
労
支
援
等
の
考
え

は
。

平
成
24
年
度
か

ら
現
在
ま
で
3
件
の

就
労
支
援
を
実
施
し

て
お
り
、
今
後
も
継

続
し
て
い
く
。

災
害
時
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
拠
点
整
備
を

発
災
時
の
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
拠
点
は

上
福
岡
公
民
館
と
さ
れ
て
い

る
が
、
施
設
の
安
全
性
、
収

容
能
力
、
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス

な
ど
、
拠
点
と
し
て
適
切
で

あ
る
か
。

調
査
に
よ
り
耐
震
性
を

確
認
し
て
い
る
。
今
後
、
大

規
模
改
修
も
検
討
し
て
お

り
、
災
害
時
で
も
利
用
可
能

な
施
設
と
し
て
利
活
用
で
き

る
よ
う
関
係
各
課
と
連
携
し

て
い
く
。

創
業
支
援
の
現
状
と
課

題
は
。昨

年
度
は
商
工
会
と
共

催
し
、
経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
計

４
回
開
催
し
、
84
名
の
参
加

の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。
今

年
度
は
昨
年
度
の
参
加
者
を

対
象
に
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん

だ
経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、
継
続
し
た
支
援
を
実
施

し
て
い
く
。

国
や
県
の
補
助
金
へ
の

市
独
自
の
上
乗
せ
と
横
出
し

の
検
討
を
。

国
の
小
規
模
事
業
者
持

続
化
補
助
金
が
あ
り
、
市
と

し
て
は
利
子
補
給
な
ど
の
充

実
し
た
制
度
が
あ
る
の
で
補

助
金
の
上
乗
せ
と
横
出
し
は

考
え
て
い
な
い
。

中
小
企
業
振
興

条
例
の
制
定
を
。

条
例
制
定
の
た

め
の
勉
強
会
に
参
加

し
て
き
た
。
今
後
も

研
究
し
て
い
く
。

元
福
岡
地
区
な
ど
の
水
害

軽
減
策
の
具
体
化
を

江
川
流
域
都
市
下
水
路

の
護
岸
の
強
化
を
図
る
べ
き

で
は
。災

害
復
旧
工
事
は
法
律

に
基
づ
き
、
原
則
、
護
岸
の

現
状
回
復
を
行
う
。
川
越
市

と
協
議
し
、
引
き
続
き
、
護

岸
の
越
流
対
策
を
検
討
し
て

い
く
。本

市
と
川
越
市
の
共
同

に
よ
る
流
域
に
お
け
る
調
整

池
や
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の

整
備
を
。

流
域
の
雨
水
対
策
に
つ

い
て
は
、
川
越
市
、
国
及
び

県
と
も
連
携
し
、
ハ
ー
ド
対

策
を
検
討
し
て
い
く
。

緑
内
障
は
疾
病
に
よ
る

失
明
原
因
の
第
1
位
。
市
で

は
成
人
の
眼
科
検
診
を
実
施

し
て
い
な
い
。
加
齢
に
よ
る

目
の
疾
病
を
早
期
発
見
、
治

療
す
る
た
め
に
必
要
で
は
。

40
歳
以
上
の
５
％
が
緑

内
障
、
そ
の
9
割
は
自
分
で

気
付
か
ず
治
療
を
受
け
て
い

な
い
と
さ
れ
る
。
検
診
の
必

要
性
は
十
分
認
識
し
て
い

る
。
医
師
会
や
近
隣
市
町
と

協
議
の
上
、
検
討
を
進
め
た

い
。

起
業
支
援
に
場
の
提
供
を

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や
起
業

す
る
人
が
事
務
所
を
借
り
る

の
は
負
担
が
重
い
。
公
設
コ※

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
開

設
し
、
起
業
を
支
援
し
て
は
。

商
工
会
や
県
と
連
携
す

る
な
ど
、
市
で
取
り
組
む
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
。
今
後
、
研

究
し
た
い
。

消
防
団
員
の
準
中
型　

免
許
取
得
費
用
の
補
助

道
路
交
通
法
改
正
で
、

平
成
29
年
3
月
以
降
に
取

得
し
た
普
通
免
許
で
３
・
５

ト
ン
以
上
の
自
動
車
が
運
転

で
き
な
く
な
っ
た
。
消
防
団

の
消
防
車
は
。

市
内
10
分
団
あ
る
が
、

全
て
３
・
５
ト
ン
以
上
の
車

両
で
あ
る
。

新
入
団
員
が
消
防
車
を

運
転
で
き
る
よ
う
、
準
中
型

免
許
の
取
得
費
用
を
補
助
す

る
べ
き
で
は
。

関
係
機
関
と
整
合
性
を

図
り
、
検
討
す
る
。

一
時
保
育
の
利
用
開
始

時
間
は
、
お
お
む
ね
8
時
ま

た
は
8
時
30
分
。
終
了
時
間

は
、
お
お
む
ね
16
時
ま
た
は

16
時
30
分
。
利
用
時
間
の
拡

充
を
。公

立
・
私
立
と
も
に
、

職
員
配
置
状
況
を
踏
ま
え
、

預
か
り
時
間
の
拡
充
が
可
能

か
検
討
し
て
い
く
。

イ
エ
ロ
ー
チ
ョ
ー
ク
作
戦

で
ま
ち
を
き
れ
い
に

犬
な
ど
の
放
置
さ
れ
た

排
せ
つ
物
の
横
に
チ
ョ
ー
ク

で
マ
ー
キ
ン
グ
を
し
、
放
置

さ
せ
な
い
作
戦
を
。

ま
ず
は
現
状
や
効
果
を

把
握
し
た
い
。

把
握
の
方
法
は
。

排
せ
つ
物
被
害
の
あ
っ

た
と
こ
ろ
を
中
心
に
、
実
証

実
験
を
行
う
。

障
が
い
者
ア
ー
ト
の

先
進
市
を
目
指
し
て

障
害
者
に
よ
る
文
化
芸

術
活
動
の
推
進
に
関
す
る
法

律
が
施
行
さ
れ
た
。
今
後
の

市
の
取
り
組
み
は
。

各
団
体
と
連
携
を
図

り
、
発
表
機
会
の
提
供
や
交

流
、
参
加
事
業
の
推
進
な
ど
、

具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
。
ま
た
、
環
境
整
備

に
向
け
た
検
討
も
深
め
て
い

く
。

避
難
所
に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の

設
置
を早

期
に
設
置
す
べ
き
で

は
。

公
民
館
は
、
改
修
計
画

に
盛
り
込
み
設
置
を
し
て
い

く
。
そ
の
ほ
か
の
施
設
も
、

検
証
し
設
置
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
く
。

社
会
教
育
施
設
と
し
て

の
公
民
館
機
能
を
ど
う
位
置

づ
け
る
の
か
。

地
域
の
実
態
に
応
じ
た

学
習
と
活
動
を
結
び
つ
け
る

生
涯
学
習
機
能
を
有
し
た
施

設
と
し
て
整
備
し
て
い
く
。

ホ
ー
ル
の
果
た
す
べ
き

役
割
と
規
模
は
。

ふ
じ
み
野
の
文
化
を
継

承
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の

創
造
性
を
育
み
新
た
な
地
域

文
化
を
創
造
す
る
拠
点
と
認

識
し
て
い
る
。
規
模
と
特
徴

に
つ
い
て

は
、
ワ

ー

ク

シ
ョ
ッ
プ
や
公
民
館
利
用
団

体
か
ら
意
見
を
収
集
し
、
文

化
振
興
審
議
会
へ
の
諮
問
を

行
い
た
い
。

西
側
地
域
の
シ
ビ
ッ
ク

ゾ
ー
ン
に
対
応
で
き
る
駐
車

場
の
確
保
を
。

周
辺
公
共
施
設
の
駐
車

台
数
の
現
状
を
把
握
し
、
新

た
な
文
化
施
設
の
規
模
と
役

割
等
を
も
と
に
併
せ
て
検
討

し
て
い
く
。

民
有
地
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀　

対
策
に
助
成
を

解
体
と
フ
ェ
ン
ス
へ
の

改
修
に
助
成
制
度
を
創
設
す

べ
き
。社

会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
の
活
用
が
で
き
る
か
国

の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た

い
。

私
道
問
題
の
解
決
を

採
納
や
維
持
補
修
へ
の

支
援
を
。

説
明
会
や
現
地
調
査
な

ど
対
応
す
る
。
部
分
的
な
補

修
は
要
綱
に
基
づ
き
職
員
が

行
う
。

森
林
環
境
譲
与
税
が
森

林
を
持
た
な
い
都
市
部
の
自

治
体
に
も
来
年
度
か
ら
交
付

さ
れ
る
。
ど
の
よ
う
な
使
途

が
考
え
ら
れ
る
か
。

木
材
利
用
の
促
進
が
例

示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以

外
に
地
球
温
暖
化
対
策
や
環

境
教
育
の
促
進
な
ど
も
対
象

に
含
ま
れ
る
。

空
き
家
を
福
祉
施
設
に

転
用

空
き
家
対
策
に
関
連
す

る
法
改
正
に
よ
り
、
空
き
家

を
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
す
る

可
能
性
が
広
が
っ
て
い
る

が
。

戸
建
て
住
宅
を
福
祉
施

設
等
へ
の
用
途
転
用
す
る
場

合
の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
り
、

空
き
家
・
空
き
地
を
対
象
に

低
未
利
用
地
の
集
約
や
交
換

が
可
能
と
な
る
な
ど
、
ま
ち

づ
く
り
の
観
点
か
ら
の
対
策

が
必
要
に
な
る
。

地
域
共
生
社
会
を
つ
く
る

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前

に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
が
改
正

さ
れ
、
新
た
な
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
社
会
が
構
想
さ
れ
る
が
、

市
の
対
応
は
。

国
会
で
の
付
帯
決
議
に

は
日
常
生
活
だ
け
で
な
く
災

害
時
の
措
置
も
盛
り
込
ま
れ

た
。
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る

方
か
ら
直
接
意
見
を
聞
き
、

当
事
者
の
参
画
す
る
協
議
会

等
を
活
用
し
て
、
だ
れ
も
が

暮
ら
し
や
す
い
社
会
の
実
現

を
目
指
す
。


